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湯
町
橋

杉
日輪寺
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建造物

ゆ
ま
ち
ば
し
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県
｜
１

　

橋
長
一
七
・
七
㍍
、
幅
員
四
・

八
㍍
、
高
さ
四
・
〇
㍍
の
二
連

ア
ー
チ
の
眼
鏡
橋
で
す
。
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
築
造

で
、
市
内
に
残
る
数
少
な
い
江

戸
期
の
石
橋
で
す
。

　

も
と
は
豊
前
街
道
（
現
国
道

四
四
三
号
の
一
部
）
の
吉
田
川

に
架
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
八
年
に
河
川
改
修
工
事

の
た
め
解
体
さ
れ
、
同
五
十
年

に
日
輪
寺
境
内
へ
移
築
復
元
さ

れ
ま
し
た
。

　

解
体
の
時
、
大
正
二
年
の
拡

幅
で
隠
れ
て
い
た
楔
石
が
発
見

さ
れ
、
年
代
と
築
造
に
携
わ
っ

た
関
係
者
（
山
鹿
会
所
・
石
工

等
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
橋
本
）

楔石架橋時の湯町橋

湯町橋全景

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画

市彫刻市彫刻

市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝

国
登
録

県
指
定

市
建
造
物

市絵画

市彫刻

市工芸

市
古
文
書

市考古

市  

無
形

  

文
化
財
市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

3435

川
西
の
宝
篋
印
塔

菊鹿町
川西

16

建造物

か
わ
に
し
の
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う
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県
｜
２

　

宝
篋
印
塔
と
は
罪ざ

い
し
ょ
う障

（
悪

い
行
い
）
消
滅
と
長
寿
の
功

徳
を
願
い
「
宝ほ

う
き
ょ
う
い
ん
だ
ら
に

篋
印
陀
羅
尼
」

と
い
う
経
典
を
納
め
る
た
め

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
塔
は
、
完
全
な
姿
で

あ
れ
ば
三
㍍
を
超
え
る
堂
々

た
る
も
の
で
、
熊
本
県
内
に

残
さ
れ
て
い
る
宝
篋
印
塔
の

中
で
も
最
も
古
く
（
銘
文
に

よ
れ
ば
正

し
ょ
う

和わ

三
〔
一
三
一
四
〕

年
）、
か
つ
造
形
的
に
も
優
れ

た
県
下
随
一
の
宝
篋
印
塔
と

言
え
ま
す
。
構
造
上
の
特
徴

は
、
基
礎
石
を
階
段
状
に
六

段
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
の
上
の
塔
身
の
中
心

部
は
納
骨
あ
る
い
は
陀
羅
尼

を
納
め
る
た
め
に
刳
り
貫
か

れ
て
い
ま
す
。　
　

  （
青
木
）

宝篋印塔近景

宝篋印塔遠景

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
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定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
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文
書

市
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書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
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財

市  
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形

  

文
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有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
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市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗
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無
形

  

　
民
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名
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名
勝 市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

3435

笠
忠
平
の
宝
塔

菊鹿町
相良
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建造物

り
ゅ
う
ち
ゅ
う
へ
い
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ほ
う
と
う
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県
｜
３

我
が
国
で
も
最
古
の
年
号
を
も
つ

宝
塔
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
す
。

塔
身
の
隅
切
り
し
た
面
に
、
西
郷
（
菊

池
郡
？
）
の
住
人
で
あ
る
笠
忠
平
が

七
十
八
歳
で
出
家
し
、
八
十
四
歳
で
入

滅
し
た
こ
と
と
、正
治
二
（
一
二
〇
〇
）

年
二
月
七
日
死
去
し
て
、
そ
の
年
の

閏
二
月
彼
岸
の
五
日
目
に
塔と

う
ば婆

を
建

て
た
こ
と
が
銘
文
と
し
て
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

現
状
は
、
塔
の
基
礎
石
を
笠
が
わ

り
に
乗
せ
て
い
て
、
正
し
い
姿
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
基
礎
石
、
笠
石
を
失

っ
て
い
て
相そ

う
り
ん輪

も
割
れ
て
落
ち
て
い

ま
す
。
全
体
的
に
彩
色
さ
れ
て
い
て
、

黒
、
赤
、
黄
の
顔
料
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
部
位
か
ら
、
元
の
姿
は

高
さ
二
㍍
を
超
え
る
色
鮮
や
か
な
塔

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
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文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗
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名
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名
勝市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

3637

　

平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
末
頃
）

の
作
と
さ
れ
、
県
内
で
は
最
古
の

木
造
仏
で
す
。
総
高
は
一
〇
〇
・
二

㌢
、
像
だ
け
の
高
さ
は
九
六
・
七
㌢

に
な
り
ま
す
。

　

榧か
や

材
で
、
頭
か
ら
台
座
ま
で
が

一
本
の
木
で
彫
り
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
顔
は
、
目
鼻
口
を
寄
せ
て
、

目
を
薄
く
開
け
た
状
態
に
し
て
、

唇
を
少
し
突
き
出
し
た
重
々
し
い

顔
つ
き
で
す
。
体
は
、
ど
っ
し
り

と
重
量
感
が
あ
り
、
衣
の
ひ
だ
を

大
波
小
波
の
連
続
で
表
現
す
る
特

徴
（
翻ほ

ん
ぱ
し
き
え
も
ん

波
式
衣
文
）
も
見
ら
れ
、

平
安
時
代
前
期
の
様
式
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

　

康こ
う
へ
い
じ

平
寺
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
先

立
つ
寺
院
に
縁
の
あ
る
仏
像
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

 （
菊
川
）

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

鹿央町
霜野

18

彫刻

も
く
ぞ
う
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う
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県
｜
４

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  
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形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗
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無
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形

  

　
民
俗

市  

名
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名
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名
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県指定

所在地

地図

3637

木
造
千
手
観
音
立
像
及
び

二
十
八
部
衆
立
像
二
十
六
躰

鹿央町
霜野

彫刻

も
く
ぞ
う
せ
ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん
ぞ
う
お
よ
び

に
じ
ゅ
う
は
ち
ぶ
し
ゅ
う
り
ゅ
う
ぞ
う
に
じ
ゅ
う
ろ
く
た
い
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県
｜
５

19

　

鎌
倉
時
代
、
地
方
仏
師
の
作
と
み
ら

れ
る
仏
像
群
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
千
手
観

音
と
二
十
八
部
衆
が
ま
と
ま
っ
て
い
る

の
は
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、

大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

千
手
観
音
像
は
、
高
さ
二
〇
一
・
五

㌢
と
大
型
の
も
の
で
す
。
こ
の
千
手
観

音
を
護
衛
し
て
い
る
の
が
、
二
十
八
部

衆
で
す
。
四
躯
が
江
戸
時
代
の
補
作
で

す
が
、
そ
れ
以
外
は
鎌
倉
時
代
に
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。全
体
に
檜
材
が
多
く
、

樟
材
や
榧か
や

材
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
帝
て
い
し
ゃ
く
て
ん

釈
天
像
と
満ま
ん
ぜ
ん
し
ゃ

善
車
王お
う

立
像

か
ら
は
、
正し
ょ
う
わ和

元
（
一
三
一
二
）
年
に

禎て
い
き
ゅ
う久

法
師
が
彩
色
供
養
し
た
と
い
う

銘
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

大
き
な
羽
を
持
つ
迦か

る

ら
楼
羅
王
立
像
は
そ

の
特
有
な
姿
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
体

は
人
の
よ
う
で
す
が
、
鷲わ
し

の
よ
う
に
鋭

い
顔
を
し
て
い
ま
す
。
口
か
ら
火
を
吹

き
、竜
を
食
べ
る
と
い
う
「
ガ
ル
ー
ダ
」

を
表
し
た
も
の
で
す
。　
　
　
（
菊
川
）

江
戸
時
代
の
宝
暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
（
一
八
世
紀
後

半
）
観
音
像
の
大
修
復
が
あ
っ
た
こ
と
が
台
座
の
墨
書

か
ら
判
明
し
ま
し
た
。

迦
楼
羅
王
立
像

帝
釈
天
像

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
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市
古
文
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市
古
文
書

市考古 市考古市考古
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無
形

  

文
化
財
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形

  

文
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財
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無
形

  

文
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形

  

　
民
俗
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形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

3839

白
山
宮
の
鰐
口

鍋田
博物館

20

工芸

は
く
さ
ん
ぐ
う
の
わ
に
ぐ
ち
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県
｜
６

　

室
町
時
代
に
作
ら
れ
た

青
銅
製
の
鰐
口
で
す
。
最

大
幅
は
二
五
・
〇
㌢
、
厚

さ
は
五
・
五
㌢
で
、
唇
が

〇
・
六
㌢
と
狭
い
点
は
南

北
朝
期
の
特
色
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

表
面
に
は
、
タ
ガ
ネ

で
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
正

平
二
十
（
一
三
六
五
）
年

二
月
九
日
に
、
能
善
坊
が

米め
の
や
ま

野
山
（
鹿
央
町
）
の
白

山
宮
に
鰐
口
を
奉
納
し
た

と
あ
り
ま
す
。

　

奉
納
さ
れ
た
経
緯
が
明

ら
か
で
、
熊
本
県
内
で
は

二
番
目
に
古
い
鰐
口
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
事
務
局
）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
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文
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市
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市
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文
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市考古市考古 市考古
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無
形

  

文
化
財
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文
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無
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文
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民
俗
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有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗
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無
形

  

　
民
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市  

名
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名
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名
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県指定

所在地

地図

3839

「
古
事
記
伝
」
写
本

鍋田
博物館

21

書跡

こ
じ
き
で
ん
し
ゃ
ほ
ん
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江
戸
時
代
後
期
、

一ひ
と
つツ

目め

神
社
の
神
主
で

あ
っ
た
帆ほ

あ
し足

長
ち
ょ
う
し
ゅ
う秋

と
そ
の
娘
の
京

み
さ
と
が
伊
勢

の
本も

と
お
り
の
り
な
が

居
宣
長
も
と
へ
出

向
き
、
古
事
記
伝
を
書

き
写
し
た
も
の
で
、
全

四
四
巻
か
ら
な
り
ま
す
。

文
化
二
（
一
八
〇
五
）

年
に
写
書
作
業
が
開
始

さ
れ
、
十
三
年
後
の
文

化
十
五
（
一
八
一
八
）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

国
学
の
発
展
を
肥
後
に

伝
え
た
偉
業
の
証

あ
か
し
で
あ

り
、
ま
た
歴
史
資
料
と

し
て
も
非
常
に
価
値
の

高
い
も
の
で
す
。

（
事
務
局
）

帆足長秋・京の銅像（博物館）
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無
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史
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史
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史
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無
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凡
導
寺
の
経
筒

鍋田
博物館
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考古資料

ば
ん
ど
う
じ
の
き
ょ
う
づ
つ

P.141

県
｜
８

　

経
典
を
納
め
る
た
め
の

容
器
で
、
蒲か
も
う生

の
不ふ

ど
う
が
ん

動
岩

の
麓
ふ
も
と
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
円
筒
形
の
身し
ん
ぶ部

に
蓋

が
被
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
部
の
直
径
は
一
三
・
二

～
七
㌢
で
内
部
に
直
径

九
・
二
㌢
、
二
五
・
二
㌢
の

深
さ
で
刳
り
抜
か
れ
て
い

ま
す
。
外
面
に
は
銘
文

が
刻
ま
れ
て
い
て
、
平

安
時
代
末
期
の
久
き
ゅ
う
あ
ん安

元

（
一
一
四
五
）
年
に
作
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
当
時
の
信
仰
を
示
す

貴
重
な
資
料
で
す
。

（
事
務
局
）
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県指定

所在地

地図

4041

臼
塚
石
人

熊本市
県立美術館

う
す
づ
か
せ
き
じ
ん

県
｜
９

　

古
墳
時
代
後
期
の
装
飾
円

墳
で
あ
る
臼
塚
古
墳
に
立
っ

て
い
た
、
人
を
象

か
た
ど

っ
た
石
の

作
り
物
で
す
。
鎧

よ
ろ
い

を
ま
と
い
、

靱ゆ
ぎ

（
矢
を
納
め
る
容
器
）
を

背
負
っ
て
い
る
、
武
装
し
た

人
物
で
す
。

　

高
さ
約
一
五
〇
㌢
、
肩
幅

は
約
九
〇
㌢
で
、
首
を
失
っ

て
い
ま
す
。
鎧
に
は
赤
で
大

き
な
三
角
文
が
描
か
れ
、
靱

に
も
赤
色
が
一
部
認
め
ら
れ

ま
す
。

　

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年

に
発
見
さ
れ
、
鹿
本
中
学
校

（
現
鹿
本
商
工
高
校
）
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
熊
本

県
立
美
術
館
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
事
務
局
）

※
「
石
人
に
つ
い
て
」
東 

山
外
『
石
人
』　

　

七
巻
十
二
月
号　

昭
和
四
十
一
年　
　
　

　

熊
本
史
談
会

※

　
　
　

写
真
提
供　

熊
本
県
立
美
術
館

考古資料
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県指定
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方
保
田
東
原
遺
跡
出
土
品

考古資料

県
｜
10

　

方
保
田
東
原
遺
跡
出
土

品
の
う
ち
国
指
定
重
要
文

化
財
に
含
ま
れ
な
か
っ
た

八
十
八
点
の
遺
物
が
県
指

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
祭さ

い
し祀
（
マ
ツ
リ
）

に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
丹
塗
磨
研
土
器
（
壺
、甕
）

や
祭
祀
土
坑
（
マ
ツ
リ
に

関
わ
る
遺
物
が
埋
め
ら
れ

た
穴
）
か
ら
見
つ
か
っ
た

土
器
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
し
い
出
土
場

所
が
不
明
な
が
ら
舶は

く
さ
い載

鏡
（
中
国
大
陸
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

鏡
）
と
み
ら
れ
る
青
銅
鏡

（
方ほ

う
か
く
き
く

格
規
矩
鏡
）
片
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。（

事
務
局
）

か
と
う
だ
ひ
が
し
ば
る
い
せ
きし

ゅ
つ
ど
ひ
ん

丹塗磨研土器（壺）

方格規矩鏡片

２P.141

方保田 出土文化
財管理センター
鍋田　博物館
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